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「思い出すこと、いくつか」
















































〈1992 年、18 歳人口が約 205 万人のピークに。定員増問題〉







逃すわけにはいかない機会でした。結果としては、87 年度から法経学部第 1 部（昼間部）











































ようになりました。日本の各大学でも、1980 年代から 90 年代は「国際化」に力を入れ出
した時期でした。名称に「国際」を冠した新学部や学科があちこちの大学で開設されまし
たし、海外の大学との国際交流を掲げた活動も盛んになりました。1979 年に最初の中国











流委員として、1994 年の第２回と 95 年の第３回、春休みのセミナーの引率をしました。









ったのは創立 50 周年、1996 年の頃だったと思います。1992 年の 18 歳人口 205 万人によ
り日本の大学全体の定員・進学者が増加した余韻がなお響いている時期でした。その雰囲
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気の中で、1996 年 11 月、愛知大学は創立 50 周年を迎えることになったのです。
　既にそれより前 1994 年に、サウスイースト・ミズーリ大学からはカーラ・ストループ
学長（女性）が本学を訪問されていました。96 年当時のデイル・ニチキ学長は、50 周年
記念式典にはドナルド・ディッカーソン理事長（理事会議長）の出席を求められたという
ことでした（ニチキさんご自身は、後 1998 年４月に愛大に来られます）。わたしは、国際
交流委員会の中のアメリカ委員会委員長として、本業は弁護士だというディッカーソンさ
んの案内・接待役を務めることになります。
　1998 年には、トリード大学との提携の話が持ち上がりました。そもそもは、豊橋市が
オハイオ州トリード市と姉妹都市協定を結ぶ運びとなり、愛知大学も現地のトリード大学
と提携してはどうかという案が出てきたのです。そのために豊橋市の行政と民間から成る
代表団が同市を訪問し、協定の署名を交わすということになりました。愛知大学からは、
わたしが参加しました。豊橋市は、トリード市との提携のために外務省の仲介を受けたと
のことで、署名式には同地域を管轄する天木直人デトロイト総領事も立ち会われました。
トリード大学訪問に当たり、協定案のモデルとして、一番間近に結ばれたハワイ大学
との協定を持参しました。ハワイ大学との協定自体、これまでの諸大学との協定の積み重
ねを踏まえたものです。トリード大学の国際研究・教育センター長デボラ・ピアスさんか
らは、よくできている案なので、これをもとに交渉していきたいというお話がありました。
このまま順調にことが進んでいくかと思ったのですが、そうはなりませんでした。その少
し後にトリード大学で学長の交代があり、新学長が自身の公約も覆して各方面の人事や方
針を大転換してしまうという事態になったからです。これで提携交渉も頓挫してしまいま
す。機運が戻るまでには、その後数年がかかりました。
〈国際コミュニケーション学部の創設へ〉
　先に触れた新学部設立の何度かの動きは、わたしには距離のあるものでした。しかし、
90 年代後半になってからは、教養部の廃止に伴って国際教養学部の性格を持った学部の
創設を図るという方向が出されていましたので、わたしもそうした理解に立って参加する
ことにしました。
　「豊橋新学部構想委員会」は竹中克英さんを委員長として発足することになり、委員と
しては浜本正文さんやわたしが加わりました。当初、委員会レベルでは単一学科での発足
を考えていましたが、大学執行部からの財務上の考慮に基づく要請で夜間主コースを設け
ることになり、そのために学科を２つに分けるということになりました。やがて、構想段
階から設置委員会段階へと進み、委員長には河野眞さんが任命されました。「物に触れる
教育」を強調する河野さんのもとで、民俗学的な色彩が強く出ることになります。外国語
「思い出すこと、いくつか」
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部門の副委員長には、安藤良太さん、国際教養部門の副委員長にはわたしが就きました。
それぞれ、学内他学部への設置案の説明にも手分けして出かけ、次々と出される質問・意
見への対応に大わらわでした。
　設置委員会では、設置の趣旨等次々と必要になる書類の作成と会議に追いまくられるこ
とになります。ただ、慌ただしく開設作業に取り組まなければならない状況下で、学部・
学科としてのカリキュラムの構成の議論に十分に時間をかけたとは言えないことが残念
で、後々まで尾を引く課題を残すことになりました。
　わたしの立脚点からすると、国際教養系のカリキュラムの中で社会科学面が弱いことが
大きな問題でした。しかし、教員配置の面から、難しい制約があることも事実です。そう
こうするうち、設置審議会の現地審査を迎えることになり、その場でカリキュラムの中に
「比較経済システム論」が必要であると、具体的な科目名を挙げた指摘を受けました。ま
た、学内他学部からも、「経営と環境」という科目を設けるべきだとの意見が出されました。
前者は設置審の意見ですから、どうあっても実現しなければなりません。設置委員会には
参加されていなかった浅尾仁さんにお願いして、担当していただける方を見つけていただ
きました。また、後者については、経営学部から担当者を出していただけることになりま
した。
　こうして、1998 年４月、国際コミュニケーション学部が開設されます。
〈ゼミのテーマの展開〉
　わたし自身は社会科学分野の担当で、社会学・社会経済と国際関係が守備範囲です。そ
こで、ゼミの勉学ではまず 19 世紀後半から今日まで、世界史の流れをたどって知識を共
有し、各ゼミ生にはそこからテーマを見つけて卒業研究を進めてもらうことを考えました。
近年は、多少事情が変わってきた面もあるようですが、高校までの学習では現代史の知識
が不十分ということがあるので、大学での学びでこれを補おうという意図もあります。大
きく 19 世紀後半からの世界史を、一定の詳しさをもって概説してくれそうな教材（１冊
というわけにはいきません）を使いました。そこから各自が関心を引かれる問題をつかん
でもらおうという狙いです。その一環として福沢諭吉の『文明論之概略』を、丸山眞男さ
んの研究・解説を参照しながら読解したこともあります。
しかし、やっているうちに、歴史から入っても、多くのゼミ生の関心は国際関係より
も社会経済に向くことが分かってきました。数年にわたってそういう傾向が続きましたの
で、それならばと、社会経済の側を表に立てることにしました。そして、そこから視野を
国際関係も含めて歴史的に広げてもらうという方針に転換し、ゼミ学習を組み立てるよう
にしました。
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　このように愛知大学のこのところの歩みと重ねて記憶をたどってみると、なんだか大学
としての進路の問題に振り回され続けてきたようにも思えます。一大学構成員としては、
事実その通りかもしれません。同期着任者たちとは、着任後しばらくして、次は将来問題
を抱えていない大学に行こうぜと言い合っていましたが、じきに日本中の大学がどこもか
しこも将来問題だらけという状況になってしまいました。さらには、「大学改革」の嵐も
吹き荒れました。わたしたちの世代は、丁度そういう時期に、大学教員になったというわ
けです。
　長い間には教職員も入れ替わり、愛知大学の雰囲気も大分変りました。しかし、大学と
しては、研究面でも教育面でも自由な気風はなお保たれていると言えるでしょう。着任後
間もなく、この空気は感じ取れました。この自由な気風の中で、学内での活発な学問的交
流を通して、研究の活力を挙げていきたい。入学してきた学生たちが学問の息吹に触れて、
これからの人生の歩みの足場を得られるようにしたい。自由を生かして愛知大学をより活
性化していきたい。そう願ってきましたが、その願いをどこまで実現できたかと言えば、
心許ないものがあります。
　豊橋の街に初めて降り立ったとき、驚いたのは、東海道新幹線が走っている駅だとい
うのに、その駅前の空にトビが舞っていたことです。３、4 羽が輪を描いていました。う
れしい驚きです。その後も 5、6 年くらいは同じような光景を頻繁に見かけたでしょうか。
都市部の空でも時々はトビを見かける、そんな時代をまた来たらせたまえ。トキを、イヌ
ワシをとは言いませんから―彼ら／彼女らの姿が見えなくなって以来ずっと、そんな気
持ちを抱いています。
　退職も間近となった今、わたし個人としては、増えるはずの自由な時間の中で、やり残
した自分の研究を進め、まとめをしたいと思っているところです。ようやくスタート地点
にたどり着いた感もあります。
　日本の大学を取り巻く環境はこれから厳しさを増していくことでしょう。愛知大学が工
夫を重ねて大学としての役割を常に果たし、何があろうともさまよえる大学などになるこ
となく、発展し続けていくよう願っています。
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